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3-2 就業者の職業別構成比 

 
 p.135 「第3- 5 表 就業者の職業別構成比」 

（注）オーストラリアは 2018 年。 

 

国際標準職業分類（ISCO）は、ILO が作成している職業分類の国際基準である。
1987 年に採択された第三版（ISCO-88）は、第二版（ISCO-68）とは異なる新しい分
類原則を採用した。各職業において仕事を成し遂げるために必要な技術の類似性によ
り職業を分類している。2007 年には、ISCO-88 の改定版である第四版（ISCO-08）が
採択された。 

欧米・オセアニアの先進国では、「管理職」「専門職」「技師、准専門職」を合わせた
割合が 4 割から 5 割前後にのぼるが、日本では 2 割にとどまる一方、他国と比べて
「事務補助員」「サービス・販売」の割合が顕著に高い。こうした職種に関する捉え方
や位置づけが、各国において必ずしも一様ではない可能性がうかがえる。 

関連表 
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3-3 就業者及び管理職に占める女性の割合 

 
 p.124～133 「第 3-4表 性別・職業別就業者数」及び p.136 「第 3-6表 管理職に占める女性の割合」 

（注）グラフの数値は上記第 3-4 表を基に算出。例えば日本の 2020 年は、下記のとおり。 
就業者に占める女性の割合： 職業区分「計」の 2968 万人（女）÷6676 万人（男女計）×100 
管理職に占める女性の割合： 職業区分「1」の 17 万人（女）÷128 万人（男女計）×100 

全就業者に占める女性の割合は、フランス（48.6％）、イギリス（47.7％）、スウェー
デン（47.2％）、アメリカ（46.8％）などの欧米諸国に比べて、日本（44.5％）、韓国
（43.0％）、マレーシア（39.0％）、フィリピン（38.6％）などのアジア諸国の割合が低
い。 

一方、管理職に占める女性の割合は、日本（13.3％）と韓国（15.7％）が、スウェー
デン（42.3％）、アメリカ（41.1％）、オーストラリア（40.0％）などの欧米諸国のほか、
フィリピン（53.0％）、シンガポール（37.2％）などのアジア諸国と比べても低い水準
にとどまっている。ここでも、職種に関する捉え方や位置づけについての各国の違い
が反映されている可能性に留意が必要である。 

関連表 
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